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一 　はじめに
　上田秋成『諸道聴耳世間
狙１
』
（明和三年刊、以下『世間狙』 ）
は、
既に複数話においてモデルの存在が確認されている作品である。しかし、人物の情報は多く噂によって採り入れられた上、さらに秋成の揶揄や皮肉をこめた改変がしばしば施されている。本作中最も有名な一篇は、柳里恭・三好正慶尼を題材とした巻三の一「器量は見るに煩悩の雨舎り」であるが、この話でも秋成は人物設定を故意に歪曲し、二 を戯画化して描いてい
る２
。実在の人物
を読者に想起させつつ、作中に秋成の「わやく」
（悪ふざけ）
を忍
ばせるこうした手法は、田宮仲宣が本作を「甚敷人の徳を損じ候書
形３
」と評した所以であり、また各話の素材の探索を困難にして
いる一因でもある。 『世間狙』には 間内での情報が多 盛り込まれたと見られ 上、話中ではモデルの一次情報と噂と秋成の創作とが絡み合っており、素材の探索 その虚実の境界を見定めながら行わねばならない。
　しかし『世間狙』の素材の論は作品理解のための重要な問題で
あり、こうした複雑さを背景とする中で常に試みられてきた。巻一の一の登場人物、薬種問屋の小西三十郎と浪人の山本勘六についても、既にそのモデルや素材の指摘が複数行われている。本稿では、当時大坂の道修町に居住していた薬種業者の小西家に注目し、本話との関係について調査と考察 行った。そして宝暦末頃から明和初めにかけて 薬種業の状況を提示することにより、当時の道修町の一現実が本話 採り入れられたことを述べ、本作の素材の議論に一つの進展を図るものである。
二 　従来のモデル・素材論
　巻一の一 「要害は間にあはぬ町人の城郭」 の梗概は以下である。　堺の薬種問屋小西三十郎は、戦国大名小西行長 子孫で、町人
ながら軍学に没頭して家業は手代任せにしていた。一方で近所の浪人山本勘六は武田の軍師山本勘助の子孫だが、武芸を嫌って算術を得意とした。勘六は三十郎 軍学好きを見かね 折角富裕な
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商家に生まれたのだから、算術を学んで家業に努めるのが第一と勧める。 しかし三十郎は気分を害し、 勘六を軽蔑して交際を絶つ。その後、勘六は算術の才が認められて西国大名への仕官が決まるが、三十郎の店は手代たちによる唐薬取引の損失のため 潰れてしまう。是非なく三十郎は小間物の荷い売りを始めるが、客受けのために覚えた芸は、武道方として評判をとった中村吉右衛門の物真似ひとつのみ。これで 良い商売はできないと、三十郎は勘六を当てに て西国へ下り、出世した勘六 口利きを得て家中で小間物 商う。 かし精算の段になって、 は三割の口銭 強引に徴収する。これを恨んだ三十郎は勘六を付け狙い、登城の駕籠に切りかかるが、中はもぬけの殻であった。三十郎 悔しがるものの、恨みを晴らす機会 訪れぬまま
　本話はこのような対照的な性格の二人を描いた作品である。町
人の軍学好きという性格は、 『世間子息気質』巻一の二「勘当は請太刀親の家を鞘走る侍形気」など先行浮世草子にしばしば見られる設定であり、秋成もそこから想を得 ものと思われる
が４
、よ
り具体的な 物モデルや物語展開の素材につい も 既に複数指摘が行われている。高田衛氏は、三十郎の破産・零落という展開に白話小説からの影響を指摘し
た５
。また日野龍夫氏は、近松の
『本朝三国志』に登場する小西弥十郎が三十郎の素材であるとしてい
る６
。実在人物との関連の面では、勘六を抱えた西国大名を久
留米藩主有馬
頼より
徸ゆき
とし、勘六を頼徸に登用された入江平馬・中井
此し
面め
の二人物を混ぜたものとする井上敏幸氏の説があ
る７
。他にも
山本秀樹氏が、 『難波丸綱目』の記載から堺・大坂 商家の小西
家が存在することを指摘してい
る８
。
　本話の人物造形や展開の素材については以上の指摘がある。で
は、物語展開上の重要な起点である三十郎の破産、零落という事柄についてはいかに言及されているだろうか。高田氏はこの展開を、 『今古奇観』第四〇「逞多財白丁横帯」および第二一「鈍秀才一朝交泰」という、裕福な人物が零落し、かつての知人友人に酷薄な扱いを受ける に求めている。 また日野氏は、 秋成が 『本朝三国志』の筋 作意をもって反転させた する。 『本朝三国志』の小西弥十郎は小西行長を演劇化した人物で、作中 は堺の薬種商小西如清の息子として設定されて る。弥十郎は日々喧嘩に明け暮れているが、後には性根を入れ替え、武勇をもって出世を果たす。しかし、現実はそう上手く 行かないという認識を秋成は抱き、その諷意を寓するために芝居の筋 逆転させ と うのが日野氏の見方である。日野氏はこの手法を「 『本朝三国志』に対する秋成の「わやく」であ 」と位置づけている。
　しかし、三十郎の破産という展開は、当時の大坂における現実
の事象から汲み取られた可能性が りはしないであろうか。当時、大坂の道修町は薬種商の町と て知られ、こ 地に 小西姓の薬種業者が多く存在してい 先述 山本 の論 、堺・大坂に商家の小西家 あったことを初めて指摘す も であるが、同論文の主題は『世間狙』の書名 問題であり、そのため実在 小西家について深く追求することを目的としない。本稿で この道修町の小西家の存在に注目し、そ 動向 本話と 関係について、以後考察を進めていきたい。
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三 　道修町と小西家・山本家
　大坂北船場の道修町は、近世日本の薬種業の最大中心地であっ
た。享保七年には薬種中買仲間が、同一七年には唐薬問屋仲間が公認され、秋成若年時には既に薬種流通の全国的拠点としての機能が確立 ていた。同町やその周辺には多くの関連業者が集住し、その隆盛の様は諸書 記されるところである。秋成が育った堂島からもほど近く 現代にもその俤を残す「薬の町」として知られている。
　道修町が薬種業者の町として発展を始めた契機 寛永年間に
堺の豪商小西吉右衛門がここに移住して薬種屋を始めたことである。以降、道修町には小西家の薬種業者が多く居住し、小西一統はこの地に大きな位置を占めることとなっ
た９
。
　道修町の薬種中買仲
間Ａ
に関する資料は幸いに戦火を逃れ、現在
は「道修町文書」として同 のくすりの道修町資料館で整理保存されている。また大阪府立中之島図書館には、 「道修町三丁目文書」として同町の町政に関する資料が残されている 以降、主これらの文書の調査により、 『世間狙』刊行前後 及び小西家の状況を考察していき い。
　宝暦九年一二月の『薬種中買仲間人数帳』
（道修町文書一〇三〇
〇五）
によれば、この時期も小西家の薬種商は多い。宝暦九年時、
薬種中買商一二四人のうち小西姓の者は二四人であり、同姓の業者としては最多の人数である。また明和五年五月の「五番 　買出し代物内渡銀条目帳」
（道修町文書二〇六〇〇三）
に「唐薬種請荷物
問屋」として記される五四人のうち、小西は一一人であり、最も多い日野屋の一三人に次ぐ。中買、問屋のいずれも全体のほぼ五分の一を占めており、この時期も小西家が道修町における一大勢力であったことが分かる。道修町の有力薬種商である小西 統の名は、大坂の人々には広く知られていたものと推察され 。
　また、同町には山本家という家も存在してい
たＢ
。山本家は屋号
を紙屋という商家で、正保四年に初代が椋橋村
（現在の豊中市）
か
ら道修町三丁目に移住し というから、小西家同様に道修町の古参の家であった。紙屋の生業は質屋・両替商で、享保二〇年 延享四年 頃には質屋年寄を務めていたこ が確認 ている。また蔵元
（蔵屋敷の出納管理）
や掛屋
（藩の公金出納管理）
として、三
河岡崎藩、鳥取藩、新見藩、伊勢亀山藩と繋がりを持っていた。享保一一年以降は道修町三丁目の町年寄を代々務 、 『世間狙』刊行当時には当主紙屋吉右衛門がその役に る。薬種業者ではないが、山本家もまた町を代表する家の一つであったと考えられる。
　また、秋成と同時代には山本彦九郎という人物も道修町に居住
していた。彼は天文学者麻田剛立の早くからの弟子で り、剛立の良き助手として観測の手腕を発揮した人であ
るＣ
。望遠鏡を所持
するなど裕福な人物であったと見られ、天明四年以降道修町 継続的に日月食観測をしていることから、ここ 住人 とされる。 『蒹葭堂日記』にもその名を見いだすことができ 人物であ
るＤ
。但し、彦九郎と先述の紙屋（山本家）との関係は未詳であ
りＥ
、現段階では山本彦九郎は別家の人間としておくべきかと思わ
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れる。
　さて、道修町の小西家は当時指折りの有力な薬種業者として知
られ、また堺の小西家の分家として、道修町の薬種業者では最古参の家の一つであった。 『世間狙』巻一の一の小西三十郎の薬種問屋は堺の小西行長の「末のわかれの家」であり、 「先祖の余光」によって「安楽に暮さるゝ」富裕な立場であるから、そ 設定と道修町の小西家とが重な ことは明らかである。
　また紙屋山本家も剛立弟子の山本彦九郎も、三十郎と同じ町内
に住み、算学を得意としたという山本勘六の設定と共通点を持つ。山本彦九郎は天文を学んだ人であ から、当然計算や測量には長けていた筈である。紙屋は両替商・質屋・蔵元・掛屋という金銭の計算や出納を行う家業を営み、かつ諸藩との繋がりを持っていた。この点はまた勘六が西国大名に仕官して勘定方を務めたという点とも類似を有するものである。
　この小西・山本の二つの家が道修町に存在し、かつ『世間狙』
の人物設定と共通点を持ってい こと 、本話との関係において注視すべき問題である 次節以降、 『世間狙』刊行前後 時期における道修町の状況について、より詳しく考察を進め いきい。
四 　宝暦末～明和初にかけての薬種中買商小西家
　先述の如く、秋成は『世間狙』において、設定の類似によって
読者に実在人物を想像させ、時に揶揄・皮肉の意を含んだ虚構を交えながら物語を展開していく。そ ため、素材 探索 際して
は、秋成がどのような類似要素をもって読者の想像を導いていたかが重要視される。前節で指摘した如く、道修町 小西家は、その名前と薬種業者であるという点で小西三十郎の設定と類似している。では、これ以外に実際の小西家と物語との関連を示す要素はあるだろうか。
　『世間狙』の開板願は明和元年一一月であり、この時までに稿
が成っていたと考えられる。そして本話には宝暦九年以降 歌舞伎役者・上演の情報が盛りこま ており、執筆 この間のいずれかの時期に行われたと推定される。本章 はこの執筆時期に重なる、宝暦末頃から明和初めにかけての道修町 おける薬種業者の動向を 先述の二種の文書を利用しながらより詳しく見ていきたい。
　この時期の小西家の状況には、いくつかの変化が生じている。
第一は、小西家所有の薬種中買株の他家への移動 あるいは休株である。先述の如く、宝暦九年一二月 『薬種中買仲間人数帳』（道修町文書一〇三〇〇五、以下『人数帳』 ）
によれば、当時薬種中買
仲間一二四人のうち小西姓のものは二四人であり、伏見屋一六人、近江屋一四人がそれに次ぐ。こ 人数帳は宝暦九年一二月に一旦作成され、その後は株移動や名義替えの度 貼紙が行われている。貼紙は上辺のみが糊付けされているため、変更以前 記載を見ることもでき、株移動の様子を遡及して確認することが可能である。天明元年に新しい人数帳を作成・提出したと 貼紙あることから、これに 安永末年までの が記録されていると考えられる。
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　これによって宝暦九年以降、安永末年までの中買株の状況を確
認すると、上記の小西家二四人のうち、その半数の一二人の株が他家へと移動している。以下、その一二人と商売を休止した年を示す。 矢印の下は、 そ 後に同株を取得した人物とその年である。
小西小兵衛
（不明、宝暦九年以前か）
→鳥飼屋惣助
（明和元年）
小西仁右衛門
（宝暦一〇年）
→嶋田屋又兵衛
（明和元年）
小西安兵衛
（宝暦一二年）
→塩野屋伊兵衛
（宝暦一二年）
小西仁兵衛
（宝暦一二年）
→伏見屋源兵衛
（明和六年）
小西新右衛門
（宝暦一二
年Ｆ
）
→江口屋利兵衛
（明和七年）
小西次
（治）
郎兵衛
（宝暦一二
年Ｇ
）
→近江屋茂兵衛
（明和六年）
小西六右衛門
（明和元年）
→近江屋治兵衛
（明和三年）
小西忠右衛門
（明和三年）
→鳥飼屋七兵衛
（安永六年）
小西孫三郎
（明和九年）
→伏見屋儀兵衛
（安永三年）
小西半四郎
（安永二年）
→近江屋弥兵衛
（安永八年）
小西権兵衛
（安永七年）
→大和屋新右衛門
（天明元）
小西佐平治
（安永七年）
→近江屋小右衛門
（安永八）
　こうした株移動を経て、安永末年には小西姓の者は一五人と
なっ
たＨ
。一方で伏見屋は宝暦九年と同じく一六人、近江屋は一四
人から二四人に増え、その数は逆転している。また、商売を休止したこの一 人のうち、六人が宝暦末頃から明和元年にかけて商売を休止していることが分かる。安永七年の二人の休株は唐薬取引に関する吟味に伴うものと明記されており、やや例外的であるから、これを除くと休株の件数は宝暦末頃から明和始めの間により集中していることに る。
　第二の変化は、家屋敷の所有の減少である。 『道修町三丁目水
帳』
（道修町三丁目文書３２８─２７８、以下『水帳』 ）
は、道修町三
丁目の土地所有を示す資料である。今回、享保一一年と宝暦三年に作成された二冊を参照した。土地の移譲等の度に貼紙が行われており、享保一一年の冊は最終的に宝暦三年頃、宝暦三年作成の冊は安永七年頃 状態を示すものと考えられる。貼紙は全面に糊付けがなされており、先程の『人数帳』と違い、土地所有者の変化を詳細に確認することは難しい。
　さて、道修町三丁目の小西次郎兵衛家では、宝暦一一年に土地
所有に変化が生じている。小西次郎兵衛家は前掲『人数帳』によれば、宝暦一二年に商売を休止した家である 『水帳』によ と、宝暦三年頃、小西次郎兵衛家は表口四間二寸五分、および表口一一間二尺 寸五分の二区画の土地を所有してい
るＩ
。道修町三丁目
内では最も土地 の多い家である。しか 、前者の区画 宝暦一一年、すなわち小西次郎兵衛 薬種中買商売を休止する前年に、大塚屋勝兵衛という人物に売却されている
（ 「道修町三丁目家
屋敷関連書類」道修町三丁目文書３２８─２９０─３５）
。さらに安永
七年頃になると、後者の土地も二つ 分割 おり、表口六間一尺五寸の部分が小西茂 、表口 間八寸五分 部分 紀伊国屋仁兵衛の名義となっている
（ 『水帳』 ）
。小西次郎兵衛所有の土地
のほぼ三分の二は、結果的に小西以外の家へ渡っている であ
　また、小西半兵衛家は宝暦三年頃、三丁目に表口五間半四寸六
分の土地を所有している。 「道修町家屋敷関係書類」
（道修町三丁
目文書３２８─２９０─３０）
によれば、宝暦五年にはその隣地の
〔　　〕41
薬屋徳兵衛の表口二間半三尺一寸一分の土地も購入した。しかし『水帳』に記載される安永七年頃の状況では、小西半兵衛は元々所有していた表口五間半四寸六分の区画を手放し、表口二間半三尺一寸一分の区画のみを保有している。小西半兵衛家が所有する家屋敷は、安永七年までの間に結果的に半減している であ
るＪ
。
　第三には、世帯人数の変化である。先述の小西半兵衛家では、
宝暦末から明和初めにかけ、家内 人数構成に大きな変動が起きている。
　道修町三丁目住人の名前や世帯構成は、 『宗旨分判形帳』
（道修
町三丁目文書３２８─１０４）
によって確認することができる。例
えば先述の、三丁目の町年寄を務 ていた紙屋吉右衛門家を見てみると、宝暦一一年は家族六人と下人等九人、明和元年は家族七人と下人等九人、明和二年は家族八人と下人等七人と、世帯人数や使用人の数に大きな変動はない。
　一方、小西半兵衛家では、宝暦一一年 家族は小西半兵衛と
妻・息子三 ・娘一人の六人で、他に下人・下女・乳母が合わせて二三人いる。合計で二九人と 三丁目の中でもかなりの大所帯である。しかし次に判形帳が残る明和元 では、 族数 同じだが下人等は合わせて一三人であり 使用人の数が二三人から一三人と大幅に減少して のである。こ 後も には家族六人と下人等一二人、明和四年は家族六人と下人等 一人と 使用人の数が半減した状態のまま推移してい 。すなわち小西半兵衛家においては、宝暦一一年から明和元年の間に、家の規模を縮小せざるをえない事情があったことが推測される であ 。
　小西半兵衛は明和元年一〇月には薬種代金の支払いを求めて訴
訟を起こし、また明和二年二月には小西次郎兵衛から預け金の出入りの件で訴えられている
（ 『諸書上之控』 、道修町三丁目文書３２８
─２７４）
。こうした金銭関連のトラブルが存在することからも、
この時期小西半兵衛家の内部には経営上の問題が生じていたことが疑われる。
　このように、宝暦末頃から明和初めの時期を中心として、薬種
中買の小西家には休業や世帯規模 縮小、家屋敷の売却といった事柄が相次いで起こっている。その背景として当然推察されるのは、経営悪化や何らかの経済的打撃の存在である。では、当時の道修町における薬種業の状況はいかなるも であっ のだろうか。またそれは『世間狙』の三十郎の破産と関連しうる であろうか。次節ではその点につ て、さらに考察を重ねたい。
五 　薬種の投機取引と相場下落
　『世間狙』巻一の一では、小西三十郎の薬種店は手代らによる「唐薬の買こみ損」のために潰れる。唐薬の価格は舶載数などによって激しく高下し、相場の状況 よっては大きな損失を蒙 場合があ た。三十郎の破産は、こうした唐薬の値の変動を手代たちが読み誤っ ことによるものである。
　『世間狙』刊行当時、相場の変動を利用した薬種の投機取引は
実際に広く行われ、それは薬種中買の間にも浸透していたようあ
るＫ
。 「新組合仕法書」
（道修町文書二〇五〇二三）
は、寛政二年一
一月に薬種中買仲間に 作成された文書である。 こには薬
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種の投機取引がいつ頃から始まり、広まったかが記されている。
一 　
①唐薬問屋
之儀は、六拾年已前
（引用者注、享保一六年）
迄
は肥前問屋と唱、諸品の問屋ニ而無株ニ候所、
（……）
其後
四拾余年已前
（引用者注、延享・寛延頃）
より長崎本商人入札
銀繰合を申立、海上
②限渡商内
を目論見、次第増長致候。当時
百七八拾余軒も不実商内ニ而渡世致候。
③依之当仲間不及申
、
素人迄も右商内ニ而身上破滅又ハ手代之不奉公出来候。（……）
手目銀と申釣針に懸り、先祖より相伝之家督を失ひ
候事古来より甚多し。手目銀を積重し 身代も無之候限渡損銀ニて身上破滅候方は是又多し。手目と申毒のゑばみに懸り身を失のふ事可恐候。
　傍線部①「唐薬問屋」は、唐薬問屋仲間のことである。当時、
唐薬は長崎本商人から唐薬問屋を通して薬種中買に販売され、唐薬問屋はその口銭を得た。その唐薬問屋らが「四拾余年已前」 、即ち延享・寛延頃から薬種の「
限きり
渡わたし
商あきない
内
」
（傍線部②）
を始めた
という。限渡商内
（切渡商内）
とは薬種荷物の到着前に限日を定
めて行われる一種の先物取引である 限日までに帳簿上の売買を繰り返して利鞘を稼いだり、限日に荷主へ売り戻しを行って差銀を得ることも可能であったが、相場の変動によっては損失を蒙る場合もあり、投機的な色合いが強い。唐 問屋はこうした投機的取引に介在して利益を得、勢力を伸ばしてきたと資料は述べる。
　対して、薬種中買仲間の本来の業態は薬種の現物を確認し、品
質吟味や価格決定後に全国へと流通させることであ
りＬ
、この種の
投機売買は 「不実商内」 と見なさ ていた。 しかし傍線部③ 「当
仲間不及申」とあるように、実際は薬種中買仲間の内にも限渡商内は広まっており、さらに一般の人々にもこの種の投機取引が蔓延していたことが知られる。そしてこれにより「手代之不奉公」が起こり、ま 「先祖より相伝之家督を失ひ候事」 、また「身上破滅候方」が甚だ多かったこ が述べられている。
　『諸書上之控』
（道修町三丁目文書３２８‐２７４）
には、明和三年
四月の記録として、道修町三丁目の小西仁右衛門が他家の手代と共に「延売買」
（これも一種の投機的売買）
に手を出し、損金を未済
にしているという記事がある。この件自体は薬種取引ではな 可能性があるが、この種の投機売買が当時の商家の手代の間 浸透していた様子が読み取られよう。
　こうした状況の中、宝暦末頃に起きていた出来事が、薬種価格
の下落である。既に宝暦半ばには薬種取引は不正流通品 増加により停滞気味であったが、宝暦一三年三月二一日の「長崎表商売筋御尋返答書写」
（道修町文書三〇一〇二四）
には、当時の薬種相場
の状況が記されている。
甘草・黄苓・白朮・山帰来此四品近年唐船方より夥敷斤高持渡、荷物段々登り込、御当地荷支ニ而相場下直ニ而も捌方薄ク、勿論外薬種類迄も右ニつれ不商内に相成候ニ付、為替銀等不調ニ付、売透候迄暫く買置の心持ニ而、御当地荷物売透候節登り込候ハヽ捌方宜敷、為替銀申来り候 も差支御座有間敷 様、御当地商人方へ及相談ニ候 儀ニ御座候
　これによると、四種の唐薬が近年大量に日本に舶載されて、そ
のため価格が下落して取引も停滞、この影響で他の薬種も含めて
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相場全体が低調となったという。
　この唐薬価の下落は薬種業界全体に影響を与えており、この時
期に薬種中買と唐薬問屋の間には取引に関する争論が起きている。宝暦一三年三月二一日 「長崎表商売筋御尋返答書下書」
（道
修町文書三〇一〇二五）
及び同日の「長崎表商売筋御尋返答書写」
（道修町文書三〇一〇二四）
によれば、この時期には薬種の取引に二
度の遅滞が生じていた。一度目は「商人問屋中買互 心得違御座候」ためであり、二度目は「問屋中買対談仕候儀有之暫延引」したと記されている。相場下落の際には、価格の不合意による取の遅れや、切渡商内による損失を恐れて買い手が決済を先延ばしにすることがあり、この時の取引遅滞も同様の要因に関わるものと推測される。
　先述の小西家における株数・土地所有・使用人数の変化には、
こうした薬種業 状況 関与していたという推定が成り立つだろう。さらに商売休止の件数 宝暦末から明和初めに相次いでいる点から見て、小西家はこ 時の相場下落の影響を、経営的な打撃として他家より強く受けたもの 推察しうる。当時の小西家の変化が唐薬の値の下落 起因する 考え ば、作中 小西三十郎の破産と実際の小西家の状況とは、より強い類似性を示すことになる。
　また、投機取引の蔓延とそれに伴う失敗は、道修町全体の薬種
中買仲間に勢力の衰えをもたらしている。 前出 「新組合仕法書」には「当 之儀は当地ニおゐて無双之由緒在之」と、薬種中買仲間が自らの来歴を誇り、 問屋への対抗心を見せ 箇所
る。道修町の薬種中買は株仲間の公認も早く、薬種取引において優先的な立場にいる存在であった。しかし後続の部分には、薬種中買の衰えもまた記されている。
然ル処中興右限渡シ商内と申病を生じ、 後悔之至ニ候。
（……）
五六拾年已前
（引用者注、享保末～元文期）
は、当仲間軒を并
び例々ニ御座候処、 切 し始り候而後、 次第ニおとろへ候由、問屋共ハ切渡シ出来候後、皆々身上ふとり候由承り伝へ候。
　これによれば、享保末から元文の頃は薬種中買仲間の勢力は盛
んであったが、切渡商内の開始
（延享・寛延頃）
以降次第に衰え、
逆に唐薬問屋の力が増大したという。 『世間狙』刊行時 、由緒を誇っていた道修町の薬種中買が相場に翻弄されて勢力を失い取引に介在して口銭を得る 問屋 力を伸ばしていくという、その勢力交代の過渡期であったと見るこ ができる。そ ような変化の中、道修町 薬種中買のうちでも最古参である小西家力に翳りが生じるという事態は、当時の人々の目にはまさに時流を反映した出来事として映ったかもしれない。
　明和五年五月の「五番 　買出し代物内渡銀条目帳」
（道修町文書
二〇六〇〇三）
には、こうした力関係の変化を思わせる記述があ
る。これには、近年問屋からの薬種 売り渡しに延引が生じているため、中買仲間で予め金銭を拠出 問屋へ預けておき、 し中買から支払いが滞る者が出た場合にはその中から支払うようにする、という取り決めが結ばれ ことが記されてい
るＭ
。先述のよ
うな取引遅滞に際し、これ以降は中買が問屋に金を預けておくという、問屋側にやや有利と思われる方法で対策が図られたのであ
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る。この期の薬種取引をめぐって、口銭を支払う薬種中買と、口銭を得る唐薬問屋との間で、その関係性に一つの変化が生じていたこと 指摘しておきたい。
六 　秋成の認識と素材
　以上指摘してきた如く、当時の薬種中買の小西家には経営打撃
の痕跡が認められ、その要因として薬種 投機的取引の広がりと、宝暦一三年頃の唐薬価の下落を挙げることができる。
　では、秋成はこうした道修町の動向を知り得る立場にあったの
であろうか。第一に、秋成は大坂中心地 商家の主人であったから、道修町も含め大坂の商業情報には日常的に接していたと考えられる。さらに注目すべきは、道修町の人々と秋成の交友圏重なっていたことである。
　第二章で述べた通り、道修町には山本彦九郎という麻田剛立弟
子の天文学愛好者がいた。秋成は麻田剛立派 天文学者 親交を持っており、剛立弟子の間重富 は「交わりの浅からぬ」
（ 「仰観
俯察室記」 ）
間柄であった。また剛立の早くからの弟子には山本彦
九郎と共に紙屋久右衛門という人物がお
りＮ
、秋成は彼とも知友で
あったこ が『胆大小心録』第一〇七段 は記されている。
友なりし馬峻が曰、我天学をこのみて年久しけれど、十一屋（引用者注、間重富）
が公朝よりめさるゝにおきて及ばず、渠
は富民にて、 臺をつくりて、 旋璣玉衡心ゆくものに蔵めたり、我は難波ばしの上に而天をうかゞふのみとぞ。馬峻が学識人しらず。隣は鴻池やの善五郎也。さる人あり も知らず、と
ひたれば、それは東となりの紙やの久右衛門が事か、と答へし。
　この「友なりし馬峻」が紙屋久右衛門である。山本彦九郎と秋
成との直接の関係をいま示すことはできないが、剛立弟子の紙屋久右衛門が秋成 知友であり、また剛立自身が中井竹山や履軒など大坂の知識人と深い親交を結んでい ことを考えれば、秋成と山本彦九郎 間にも何らかの接点が存した可能性は高 。
　また先述のように山本彦九郎の名は『蒹葭堂日記』にしばしば
見え、また小西家を含めた道修町の薬種業者らの名前も日記中には多く見出すことができる。 『蒹葭堂日記』の記録は安永八年から始まっており、安永八年一二月一五日には「小西次」の名が見え、また安永九年五月一三日には「他行 　奥村泰助 郎兵衛毛馬屋五兵衛上田東作」と、小西次郎兵衛の名が秋成
（上田東作）
と同日に記載されている。また安永九年九 六 も 西役所 　行カケ升八 　曽谷
（……）
小西次郎兵衛 　毛馬屋五兵衛」と見え
る。同日に記載される秋成が、当時道修町にごく近い尼ヶ崎一丁目に住していたことなどから見れば、これが道修町住人の小西次郎兵衛と同人であった可能性は高い。
　より後年の記載を含めれば、 小西伊兵衛の名も 「小西伊」 や 「小
西伊兵衛」として天明四年～寛政八年の間に三〇回記されている。天明九年一一月二八日の欄に「道修丁鳥飼ヤ惣七 　伊縁ニて来ル 　エンソウ根持参」とあることから、道修町の薬種業者であることに間違いはない。天明五年五月二六日にも「早朝 て嶋与へ行 　小西伊兵衛ニ行 　手代案内小西六兵衛巴旦杏見物」とあ
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る。他にも先述の『人数帳』に見える名前を『蒹葭堂日記』に探すと、小西姓では小西吉右衛門、小西六兵衛
（以上道修町一丁目）
、
小西安兵衛
（道修町二丁目）
、小西佐平次
（道修町三丁目）
が見える。
また他家についても、鳥飼屋惣七、伏見屋弥兵衛
（以上道修町三丁
目）
、鳥飼屋忠右衛門、大和屋嘉兵衛、伏見屋六兵衛
（以上道修町
二丁
など、小西家以外にも薬種業者らと蒹葭堂との間で交際
が行われてい ことが知られる。彼らは蒹葭堂を中心とした大坂町人の交友圏の中におり、その文化的な交流範囲は秋成のそれとも重なるものであった。
　これらの点は、秋成が当時の道修町の情報を知りうる環境にい
たことを示すと同時に、当時の薬種業者 状況が本話に採り入れられ 可能性を強めるものである。巻一の三のモデル江田世恭（冨田屋八郎右衛門）
や、巻三の一のモデル正慶尼も『蒹葭堂日記』
にしばしば名前が見える 々であり、秋成は自らの交友範囲か得た情報を多く作中に盛り込んだと見られてい
るＯ
。秋成が第一に
想定し 読者もまた、そのよう 情報を共有する彼周辺の人々であった。 『世間狙』初版時の読者の殆どは大坂文化 中の人と考えられ、 「薬種商の小西」といえば、多くはまず道修町 小西家を想起したはずである。そして事情 詳しい読者であれば、「小西三十郎の破産」という要素に、当時の薬種相場の下落や投機取引の蔓延を背景とし 実際の小西家の状況と 類似を いだすことも可能となる。
　以上述べ来たった事柄から、本稿は富裕な薬種屋という小西三
十郎の設定や、物語展開の起点 なる彼の破産という展開が、こ
の時期の道修町の小西家の状況をふまえたものであったことを提示するものである。秋成の筆には、小西家の存在やその経営の傾きという事柄を物語に重ね、読者 想起させる狙いがあったと考えられるのである。三十郎は堺の住人とされてい が、大坂の人を素材としつつ舞台を別の都市に移すことは、例えば巻二の三（江戸）
、巻四の二
（京都）
など他章にも見られることである。こ
こでの変更は、読者には実際 事柄を想起させつつ、物語と素材のあからさまな同一を避け 効果が さらに場所を堺とすることにより、三十郎が戎島で釣りをして仕官の誘いを待つという「あんだら」
（馬鹿）
の描写もまた生まれてくるのである。
　物語終盤の勘六と三十郎の口銭を巡る展開に関しては、小西家
と紙屋山本家や山本彦九郎との間に、何らかの事件や確執が存在したかは確認できない。これが虚構として加えられた部分であるか、あるい 秋成が実際の情報を物語に織り込ん いた か、いま明らかにすることは難しい。従って紙屋や山本彦九郎が素材として本話に関連したかの断定は避けるが、そ 重要な一候補とて本稿では指摘を行っておきたい。
　では、三十郎の設定や彼の破産が当時の道修町の状況を採り入
れたものであったという視点から、 話を かに捉えるこ ができるだろうか。まず、本話の成立については、唐薬価 下落が宝暦末頃であるから、当時の道修町の状況を耳に た秋成が設定や物語展開の想を得、本話が構成され いう順序が妥当となる。三十郎の破産・零落という物語展開は、従来指摘された白話小説の摂取や『本朝三国志』の筋の反転と考えるよりは、より時事的
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な生の情報が採り入れられたものと見るべきである。本話は道修町最古の由緒を持つ小西家がかつて 勢力を失うという、まさに当代の現実を素材とし、かつ契機とし 描かれたもの 理解しうるのである。
　この意味で本話の素材は、その展開と同時に主題の面にも関わ
るものと捉えることができる。本話には日野氏が指摘する如き秋成の諷意、すなわち現実では由緒や時代遅 の武芸よりも、金銭計算や実務の能力が物を言うという認識の存在が認められる。これは『世間子息気質』巻一 二など先行作品と本話を隔てる大きな要素であり、この種の現実的で時に冷徹な展開は『世間狙』のひとつの特色でもある。嶋屋主人として 秋成は当 既にこうした現実認識を備えていたと考えられ 。 かし三十郎の没落という展開と、そこに見られる認識 現実性は、素材自体が内包し示唆するものでもあった。秋 は、時勢 中 道修町 小西家 過去の地位を失うという出来事に、自ら 認識と 致する現実の構造を見出した。かくして本作巻頭のこの物語には、作品全体に通底する秋成の認識が、当代の現実を一素材として織り込まれることとなったのである。
　さらに言えば、三十郎の零落と勘六の出世という本話の構造に
は、薬種中買の勢力の衰えと唐薬問屋 隆盛という 当 の道修町でまさに進行中であった勢力交代 構図を重ね合わせ こともできる。かつて薬種 買は道修町で「無双之由緒」を持つ存在であったが、薬種の投機取引という「不実商内」が広まる 共にそこに介在して口銭を得る唐薬問屋 力に押されて く。時流を
読むに長けた者が勢力を伸ばし、それに破れたものは力を失っていくという本話の図式は、一つの町の時代変化の縮図ともいえるのである。
　以上、 『世間狙』巻一の一の素材と手法について、当時の道修
町の状況を基にその考察を行った。本作における虚実の取り扱いを見極めることは難し 作業であるが、 稿は巻一 一における「実」の一要素を指摘することにより、その一つの進展を示すものである。注（１） 　以下、秋成作品からの引用は中央公論社 『上田秋成全集』 による。
引用に際し、適宜表記を改めた。
（２） 　長島弘明「秋成浮世草子のゴシップ性」 （ 『秋成研究』二〇〇〇年
九月、東京大学出版会） 。初出は『共同研究 　秋成とその時代』 （高田衛編、一九九四年一一月、勉誠 版、原題「和訳太郎論─ゴシップ小説の方法」 ） 。
（３） 　大田南畝『一話一言』巻二七所収南畝宛田宮仲宣書簡。（４） 　栗山理一「上田秋成」 （ 『風流論』一九三九年一二月、子文書房） 。
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（５） 　「 「わやく」と中国白話小説」 （ 『上田 研究序説』一九六八年六
月、寧楽書房） 。
（６） 　「秋成と時代物浄瑠璃」 （ 『文学』
50‐
10、一九八二年一〇月） 。ま
た巻一の一の物語展開と演劇作品との関係については、他に王欣「 『諸道聴耳世間狙』における演劇作品の利用について」 （ 『同志社国文学』
72、二〇一〇年三月）がある。
（７） 　「 『諸道聴耳世間狙』冒頭話のモデル」 （ 上田秋成全集』月報５、
〔　　〕47
一九九一年八月） 。
（８） 　「 『諸道聴耳世間狙』の意味」 （ 『近世文芸』
70、一九九九年七月） 。
（９） 　道修町の薬種業の歴史とその機能については、今井修平「江戸中
期における唐薬種の流通構造─幕藩制的流通構造の一典型として」（ 『日本史研究』一六九、一九七六年九月） 、内田九州男「薬種中買仲間と道修町」 （ 『道修町文書目録』近世篇、一九九三年三月、道修町文書保存会） 、三島佑一『船場道修町─薬・商い・学の町』 （二〇〇六年一月、和泉書院） 、渡辺祥子『近世大坂 　薬種の取引構造と社会集団』 （二〇〇六年五月、清文堂出版 による。ただし本稿に詳述する小西家の変化 ついては 筆者の調査と考察に基づくものである。
（
10） 　当時の薬種中買は現在の仲買業とは業態を異にし、薬種業史研究文献においては通常 「中買」 と表記す ため、本稿もこれ 倣った。
（
11） 　山本家（紙屋）に関する記述は、 「座談会 　道修町むかしむかし」（ 『大阪春秋』
31、一九八二年一月） 、 「大阪市史とゆかりのある史料 　
山本家文書」 （ 『大阪市史編集の１００年』二〇〇二年七月、大阪市史編纂所） 、野田宏之「道修町三丁目町年寄の見た明治維新」 （修町文化講演会記録冊子』第十二回、二〇〇五年三月）に基づく。
（
12） 　渡辺敏夫『近世日本天文学史』下巻、一九八七年一月、恒星社。
（
13） 　『蒹葭堂日記』天明七年六月一八日 「西役所行 　帰リ 　山本彦九郎 　細合半斎 　塩屋次郎右衛門 　昼後帰宅」とある。半斎はこの頃道修町三丁目に住しており（水田紀久・多治比郁夫「 「細合半斎年譜」補遺」 『大阪府立図書館紀要』３、一九六七年三月） この日は役所の帰りに山本彦九郎とその近くの半斎を訪れたということであろう。
（
14） 　『蒹葭堂日記』天明九年五月二一日には 彦九郎と、その縁者と思われる山本三四郎なる人物が共に記載され、山本三四郎には「高麗橋筋ナニハハシ東へ入ル」と注記される。
（
15） 　「商売休につき仲間へ株預け願並びに同株引請一札」宝暦一二年五月一〇日（道修町文書一〇五〇五五）による。
（
16） 　「商売休につき仲間へ株預け願並びに同株引請一札」宝暦一二年六月（道修町文書一〇五〇六一）による。
（
17） 　小西家のうち新たに株を取得した者が三人おり（小西庄兵衛〈宝暦一〇年〉 ・小西孫助〈明和六年〉 ・小西利兵衛〈安永五年〉 ） 、差し引き一五人となる。
（
18） 　以下、三丁目の土地の奥行は全て二〇間一尺七寸三分。
（
19） 　小西半兵衛家の土地売却の時期は不明だが、 『人数帳』 よれば、宝暦九年一二月の時点で半兵衛は「家持」となっており、後に行われた貼紙で「道修町三丁目会所屋敷借家」と訂正されている。
（
20） 　薬種の投機取引の形態およびそ 蔓延、また「新組合仕法書」の解釈については、注 （９） 前掲の渡辺祥子『近世大坂 　薬種の取引構造と社会集団』第 章を参照した。
（
21） 　注 （９） に同じ。
（
22） 　当資料後半には、その預り金を受け取った唐薬問屋の惣代の署名があり、そこに「小西勘六」という人物 名が見える。薬種中買から口銭を取る唐薬問屋の代表者として「勘六」の名が見えることは注目すべきであるが、この人物の詳細は不明であるため、本稿ではそれを指摘するに留めておく。
（
23） 　安永四年『浪華郷友録』聞人の部に紙屋久右衛門の姓を味馬、今橋二丁目の住人と （ 『上田秋成集』 、 一九五九年七月、 岩波書店） 。
（
24） 　中村幸彦「秋成に描かれた人々」 （ 『中村幸彦著述集』第六巻、中央公論社、一九八二年九月） 、初出『国語国文
32‐１（一九六三
年一月） 、同
32‐６（一九六三年六月） 。長島弘明「秋成浮世草子の
ゴシップ性」 （ 『秋成研究』二〇〇〇年九月、東京大学出版会） 。初出は『共同研究 　秋成と 時代』 （高田衛編 一九九四年一 月、勉誠出版、原題「和訳太郎論─ゴシップ小説の方法」 ） 。
